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V208a 木曽Tomo-e Gozenの広域動画サーベイのデータ公開に向けた開発
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Tomo-e Gozenは東京大学木曽 105cmシュミット望遠鏡の焦点面を 84枚のCMOSイメージセンサで覆う視野
20平方度の動画カメラと, それに直結した大規模計算機からなる広視野観測システムである. 2019年 9月の完成
後, 我々はTomo-e Gozenの広視野と高時間分解能を活かした 2fpsの広域動画サーベイを進めている. 2020年 12
月現在は, 各視野で 18フレーム (計 9秒露光, 加算時に深さ 18.5等級)を取得し 7,000平方度 (高度 35度以上)を 1
夜に 1回スキャンする広域動画サーベイと, 深夜に南中する 2,000平方度を 30分間隔で反復する高頻度動画サー
ベイを組み合わせて実施している. リアルタイムに一次処理と位置較正がなされた 3D FITSデータからは逐次に
機械学習モデルによる高速移動天体の検出がなされる. また, 時間方向に加算した 2D FITS からは機械学習モデ
ルによる突発天体の検出がなされる. 3D FITSデータは大量なため指定した一部を残して 10日後に消去される
が, 加算した 2D FITS の全ては所内のアーカイブストレージに保存される. 2019年 10月から現在までの 14か月
間に計 1.0PBの 3D FITSが取得され, 計 85TBの 2D FITSがアーカイブに長期保存されている. 現在, 3D FITS
データの各フレームに検出されるソースの測光テーブルを逐次生成するソフトウエアの開発を進めている. 木曽
観測所と 4Gbpsで高速に接続された東京大学本郷のサーバシステムを通して, 検出天体, 2D FITS, 測光テーブル
を段階的に共同研究者および一般に対して公開していく予定である. 本講演では Tomo-e Gozenが実施した特定
の対象の広域サーベイ, 広域フォローアップ, 高速モニタリング等の科学成果についても紹介する.


